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ＪＡグループ北海道の農政活動強化に向けて

参院選比例候補 東野ひでき氏がJAとまこまい広域に来訪

東野ひでき北海道後援会

　4月9日、JAとまこまい広域本所（厚真町）に東野ひでき氏が来訪し、農政運動を呼びかける
演説を行なった。会場には、当JAの役職員と組合員約50名が出席し、参議院議員選挙へ向
け支援の輪を広げた。冒頭の堀弘幸組合長の応援あいさつでは「農業の安定は1日で成るも
のではない。国政とともに長い時間をかけて、地域の声を政策に反映させていかなければなら
ない。そのために東野さんのような農業のプロを国政に送り出し、我々の声を届けていただく
必要がある」と述べた。農業を取り巻く問題はJAグループの力だけでは解決することのできな
い状況にある。これらを乗り越えていくために不可欠となるのが農政活動であり、我々の努力
に国の支援を実現させていくことが農業の未来にとってなにより重要となる。東野さんは「現場
の農家の皆さんと同じ目線に立って、一生懸命頑張って参りますので応援お願いします」と決
意表明された。最後に渡部大樹日胆地区JA青年部協議会会長から「同じ視点を持ち、私た
ちの声を届けてくれる東野ひできさんを国政へ送り届けましょう」と応援の言葉が贈られ、「が
んばろう三唱」の音頭で締めくくられた。

がんばろう三唱の音頭をとる渡部日胆青協会長堀組合長によるあいさつ

決意表明を行う東野氏職員と握手をする東野氏
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特集
ＪＡとまこまい広域第２４回通常総代会開催
ＪＡとまこまい広域共励会にて１１名が受賞

共済一斉推進のお知らせ
　JAとまこまい広域では、長期共済の一斉
推進を右記の日程で行います。期間中に職員
が訪問し、皆様のライフプランに最適な保障
をご提供させていただきますので、ぜひご検
討下さいますようよろしくお願いいたします。

①白老支所　5月21日（水）～22日（木）（苫小牧西部地区含む）
②早来支所　6月 4日（水）～ 6日（金）（苫小牧東部地区含む）
③追分支所　6月 4日（水）～ 6日（金）
④穂別支所　6月10日（火）～11日（水）
⑤厚真支所　6月25日（水）～27日（金）

安平町追分で2年間の研修を終え、今年新規就農を果たした板垣来夢さんと夫の武史さん。安平町追分で2年間の研修を終え、今年新規就農を果たした板垣来夢さんと夫の武史さん。
いたいたがきがき らら むむ たけたけ しし
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▲米（高収量の部）で表彰される石橋亮汰さん

▲堀組合長によるあいさつ

▲議案審議の様子（議長：左から中島広幸さん、吉田隆三さん）
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特集

　JAとまこまい広域第24回通常総代会開催

　JAとまこまい広域共励会にて11名が受賞

カメラレポート

令和７年度

春期組合員懇談会主要意見集約（Ｑ＆Ａ）

理事会報告

期待の農力　工藤翔太さん

ワンポイント営農情報

あぐり講座

JAからのお知らせ

JAバンクアプリ　税金支払い、スマホで完了

・参院選比例候補 東野ひでき氏が

JAとまこまい広域に来訪

・共済一斉推進のお知らせ

JAとまこまい広域JAとまこまい広域
第24回通常総代会開催

（敬称略）

米（高収量の部）

石橋　公昭【厚真支所】

❶

大豆（高収量・高品質の部）❹

メロン（高収入・高収量の部）

山田　晋也【追分支所】

❼

和牛（素牛の部）

今野　昭男【厚真支所】

10

米（高品質の部）

尾谷　彰【厚真支所】

❷ 小麦（秋播小麦、高収量・高品質の部）

（農）海沼農園【厚真支所】

❸

小豆（高収量の部）

（農）大蔵農産  【厚真支所】

❺ てん菜（産糖量の部）

（株）渡部農場【厚真支所】

❻

南瓜（高収量の部）

【穂別支所】

❽ 酪農の部
今泉　祐貴【早来支所】

❾

和牛（肥育の部）

吉田　隆三【白老支所】

11 養豚の部
（有）希望農場【厚真支所】

12

　JAとまこまい広域は4月9日、厚真町総合福祉センターで第24回通常総代会を開催した。「食と農を支え、
豊かで魅力ある地域社会の実現」をスローガンに掲げた本会では、厚真地区の中島広幸氏と白老地区の吉田
隆三氏が議長を務め、全7議案が可決承認された。

JAとまこまい広域共励会にて11名が受賞JAとまこまい広域共励会にて11名が受賞
　平成15年度より実施している共励会表彰は生産組織が整備されている品目で、JAの年間販売取扱高が3
億円をこえる品目が対象となり、各部門の最優秀者には毎年4月の総代会にて表彰を行っております。
　受賞された皆さまにおかれましては、管内の栽培技術や飼養管理技術の高位平準化の模範として今後ます
ますご活躍されますことをご祈念申し上げます。

出 荷 頭 数 20頭

日 齢 単 価
去勢 2,815円
めす 2,018円

出 荷 頭 数 11頭

Ｂ Ｍ Ｓ 11.18

枝 肉 重 量 454.0㎏

年間出荷頭数
4,034頭

（前年対比
121.3％）

脂 肪 率 4.251%

無脂固形分率 8.825%

蛋 白 率 3.439%

生 菌 数 2.2千個

体 細 胞 10.1万個

中澤　収

収量/10a 1,863㎏

収量/10a 2,444㎏

収入/10a 1,533,257円

面 積 2,025a

収量/10a 8.29t

糖 度 16.1%

収 量 1,679.31t

産糖量/10a 1.333t

面 積 566a

収 量 16,233㎏

収量/10a 287㎏

面 積

収 量
次年度提案

収量/10a

上位等級比率

面 積 981a

収 量 72,339㎏

収量/10a 737㎏

1 等 比 率 100.0%

面 積 1,682a

低タンパク米収量 83,661㎏

低タンパク米比率 100.0%

面 積 1,670a

収 量 99,171㎏

収量/10a 593.8㎏

　安平町追分で2年間の研修を終え、今年新規
就農を果たした板垣来夢さんと夫の武史さん。
蜂入れを行い着果前のメロン苗を確認する様
子。6月上旬の初出荷に向けて奮闘中。

むいた がき ら したけ
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地域の話
題を

パチリと

カメラレポート

04 03

　白
老
支
所
は
4
月
12
日
か
ら
18
日
に
か
け
て

春
の
園
芸
用
品
フ
ェ
ア
を
開
催
し
た
。

　フ
ェ
ア
初
日
の
土
曜
日
は
、
販
売
開
始
前
か

ら
多
く
の
お
客
様
が
来
場
し
、
目
当
て
の
肥
料

を
下
見
す
る
な
ど
盛
況
で
あ
っ
た
。

　農
業
用
資
材
の
高
値
が
続
い
て
い
る
た
め
、

肥
料
や
農
薬
な
ど
を
安
価
で
購
入
で
き
る
春
の

園
芸
用
品
フ
ェ
ア
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
お

客
様
も
多
い
。

　開
場
さ
れ
る
と
駐
車
場
は
す
ぐ
埋
ま
り
、
販

売
開
始
前
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
売
り
場
で
は
会

計
を
待
つ
お
客
様
が
長
蛇
の
列
を
成
し
た
。

　来
場
さ
れ
た
お
客
様
に
話
を
聞
く
と
「
毎
年

楽
し
み
に
し
て
い
て
、
今
年
は
花
豆
に
挑
戦
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
母
は
花
豆
が
好
き
な
の
で

毎
年
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
に
行
く
の
で
す
が
、
売

り
切
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
い
っ
そ
の
こ

と
作
っ
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
豆
は
作
っ
た
こ
と
が
な
く
て
不
安

だ
っ
た
の
で
す
が
、
ど
う
い
っ
た
肥
料
を
あ
げ

た
ら
い
い
の
か
な
ど
相
談
で
き
て
よ
か
っ
た
で

す
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
た
。

　他
に
も
「
せ
っ
か
く
来
た
の
で
色
々
聞
き
ま

し
た
。
虫
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
く
て

困
っ
て
い
た
の
で
助
か
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た

方
や
、「
つ
い
つ
い
種
も
の
は
買
い
す
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
買
い
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
分
は
友
達

同
士
で
持
ち
寄
っ
て
分
け
た
り
す
る
の
も
楽
し

い
で
す
よ
」
と
い
っ
た
方
も
い
た
。

　肥
料
や
農
薬
の
他
、
ハ
ウ
ス
資
材
や
種
芋
等

も
陳
列
さ
れ
人
気
を
集
め
た
。

　ど
う
す
れ
ば
美
味
し
い
野
菜
を
育
て
ら
れ
る

か
な
ど
、
お
客
様
同
士
で
話
し
て
い
る
姿
も
見

受
け
ら
れ
、
今
か
ら
収
穫
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
よ
う
だ
っ
た
。

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
は
4
月
1
日
、

厚
真
町
の
本
所
会
議
室
で
令
和
7
年
度
新

採
用
職
員
を
対
象
と
し
た
辞
令
交
付
を
、

2
日
に
は
先
輩
職
員
に
よ
る
勉
強
会
を
実

施
し
、
新
た
に
J
A
の
一
員
と
な
っ
た
5

名
が
参
加
し
た
。

　冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
堀
弘
幸
組
合
長
は

「
新
人
職
員
に
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
何
回

で
も
上
司
や
先
輩
職
員
に
聞
く
こ
と
が
で

き
る
特
権
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
特
権
を
う

ま
く
活
用
し
て
1
日
で
も
は
や
く
仕
事
に

慣
れ
、
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
な
が
ら

当
J
A
の
職
員
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
激
励
し
た
。
ま
た
新
採
用
職
員
は

「
1
日
で
も
は
や
く
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
精
一
杯
頑

張
り
ま
す
」と
緊
張
し
た
面
持
ち
で
抱
負
を
述
べ
た
。

　勉
強
会
で
は
、
各
部
署
の
先
輩
職
員
よ
り
具
体

的
な
業
務
内
容
や
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
部
署

の
特
色
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。
新
人
職
員
に
と
っ

て
は
、
自
身
の
配
属
と
な
る
部
署
と
業
務
に
つ
い

て
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で

き
、
比
較
的
年
齢
の
近
い
職
員
か
ら
直
接
雰
囲
気

を
伝
え
ら
れ
る
有
意
義
な
機
会
と
な
っ
た
。

広域

〜
社
会
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
〜

新
採
用
職
員
へ
の
辞
令
交
付
・
勉
強
会
開
催

　J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域
追
分
支
所
で
は
3
月

27
日
、
安
平
町
追
分
弥
生
地
区
に
各
行
政
や
各

関
係
機
関
か
ら
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
建

設
さ
れ
て
い
た
、
追
分
地
区
農
産
物
集
出
荷
貯

蔵
施
設
の
竣
工
式
・
落
成
式
が
行
わ
れ
、
堀
弘

幸
組
合
長
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
40
名
が
出
席

し
た
。
施
設
完
成
に
あ
た
り
堀
組
合
長
は
「
本

日
の
竣
工
式
・
落
成
式
を
節
目
と
し
て
、
施
設

を
有
効
活
用
し
、
管
内
生
産
物
の
流
通
の
合
理

化
に
も
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

組
合
員
そ
し
て
地
域
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
て

参
る
所
存
で
す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
落
成
式
で

は
、
集
出
荷
場
建
設
に
携
わ
っ
た
住
拓
工
業
株

式
会
社
様
、
株
式
会
社
濱
川
設
計
様
に
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　こ
の
施
設
は
、
近
年
作
付
を
拡
大
し
て
い
る

加
工
用
馬
鈴
薯
の
保
管
・
物
流
拠
点
と
し
て
活

用
し
、
隣
接
す
る
米
麦
乾
燥
調
整
施
設
の
機
能

向
上
に
、
よ
り
一
層
の
産
地
化
を
図
る
な
ど
、

実
需
者
か
ら
の
信
頼
に
大
き
く
貢
献
す
る
施
設

で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

　ま
た
倉
庫
内
上
部
に
は
北
海
道
電
力

（
株
）
が
開
発
し
た
「
ポ
テ
ラ
イ
ト
」
が

取
り
付
け
ら
れ
た
。「
ポ
テ
ラ
イ
ト
」
は

光
の
波
長
が
異
な
る
2
つ
の
L
E
D
を
使

用
し
て
お
り
、「
白
」
が
明
る
さ
を
確
保
。

「
赤
」
が
葉
緑
素
の
合
成
を
抑
制
す
る
効

果
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
馬
鈴
薯
の
緑
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
品
質
の
向
上
が
見

込
ま
れ
る
。

　施
設
延
床
面
積
9
4
5
㎡
の
鉄
骨
造
り

平
屋
建
て
、馬
鈴
薯
で
最
大
1
，5
0
0
t

の
貯
蔵
が
可
能
な
他
、
馬
鈴
薯
の
収
穫
期

以
外
は
米
や
麦
を
保
管
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。

白老

初
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ

多
く
の
お
客
様
が
来
場

「
J
A
春
の
園
芸
用
品
フ
ェ
ア
」開
催

追分

〜
更
な
る
生
産
拡
大
へ
〜

追
分
地
区
農
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
完
成
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髙田　敦也

①苫小牧市
②苫小牧南高校
③ゲーム
④仕事をはやく覚え
　ます。

【苫小牧支所　金融共済課】

（しまだ　かずき）
島田　和樹

①苫小牧市
②酪農学園大学
③アウトドア、
　ライブ鑑賞
④大学で得た知識を活かし、1日でも早

く戦力として働けるよう精一杯努力
していきます。

【厚真支所　営農課】

（はしもと　しゅうじ）
橋本　修治

①札幌市
②北星学園大学
③ダーツ、サイクリ
　ング
④いち早く仕事を覚え、組合員の皆様

をサポートできるよう頑張りますの
で、よろしくお願いします。

【金融共済部　共済推進課】

（にしざわ　せな）
西澤　セナ

①苫小牧市
②札幌学院大学
③趣味：ディズニー、
　声優アイドル
　特技：サッカー（リフティング）
④即戦力になれるよう精一杯頑張り

ます！

【企画管理部　管理課】

（かとう　じん）
加藤　迅

①苫小牧市
②厚真高校
③読書、散歩
④1日でも早く仕事
　に慣れて、役に立てるよう頑張りま

す。よろしくお願いします。

【購買部　生活課】

▲倉庫内で商品を選
ぶ様子
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す
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ど
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。
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と
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気
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野
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今
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真
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の
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室
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度
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用
職
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を
対
象
と
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た
辞
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交
付
を
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は
先
輩
職
員
に
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強
会
を
実
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に
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の
一
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と
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加
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で
堀
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長
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を
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回
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司
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に
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が
で
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る
特
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の
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と
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は
、
各
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の
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よ
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具
体

的
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業
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内
容
や
1
日
の
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ケ
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ル
、
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が
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た
。
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に
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と
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と
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に
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る
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ます！

【企画管理部　管理課】

（かとう　じん）
加藤　迅

①苫小牧市
②厚真高校
③読書、散歩
④1日でも早く仕事
　に慣れて、役に立てるよう頑張りま

す。よろしくお願いします。

【購買部　生活課】

▲倉庫内で商品を選
ぶ様子

▲新採用職員と常勤役員

▲勉強会の様子

▲堀組合長からの辞令交付

▲全体写真

▲新倉庫
▲祝辞を述べる堀組合長

▲堀組合長による玉串奉奠

▲肥料積込の様子

▲肥料受付の様子
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4
月
4
日
、
青
年
部
穂
別
支
部
（
中
澤
誠
弥

支
部
長
）
は
全
体
会
議
を
開
催
し
、
部
員
10
名

が
参
加
し
た
。

　
同
会
議
は
、
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
意
見

を
募
り
つ
つ
、
情
報
交
換
や
盟
友
間
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
全
員
の
手
に
ビ
ー
ル
が
回
っ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
計
ら
っ
て
、
石
崎
副
支
部
長
よ
り
「
今
年

も
有
意
義
な
活
動
に
出
来
る
よ
う
、
活
発
な
意

見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
盟
友
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
」
と
乾
杯
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
会
議
は

進
ん
だ
。

　
流
送
ま
つ
り
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ラ
ン
タ
ン
、
ク

リ
ス
マ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
つ
い
て
役
割

分
担
を
話
し
合
っ
た
。
ま
た
、
流
送
ま
つ
り
の

出
店
内
容
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
意
見
を
聞

く
こ
と
が
出
来
た
。
今
後
、
提
案
さ
れ
た
意
見

の
実
現
に
向
け
て
毎
月
実
施
さ
れ
る
役
員
会
で

協
議
を
重
ね
て
い
く
。

　
最
後
に
、
新
役
員
に
な
っ
た
森
山
翔
さ
ん

（
27
歳
）
は
、「
青
年
部
の
繋
が
り
は
農
業
を
続

け
る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
関
係
だ
と
思
い

ま
す
。
役
員
と
し
て
部
の
支
え
に
な
れ
る
よ
う

頑
張
り
た
い
で
す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
春
浅
し
4
月
10
日
、
追
分
ご
ぼ
う
生
産
部
会

（
大
久
保
悟
会
長
）
は
、
追
分
旭
共
撰
場
に
て

ご
ぼ
う
共
同
機
械
の
部
品
交
換
作
業
を
実
施
し

た
。

　
当
日
は
、
4
名
の
部
員
が
集
ま
り
、
グ
リ
ス

ア
ッ
プ
や
摩
耗
し
た
爪
の
交
換
を
行
い
半
日
で

作
業
し
た
。

　
同
部
会
で
は
、
毎
年
春
に
機
械
の
整
備
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
を
行
っ
て
お
り
、
共
同
機
械

を
円
滑
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で

き
た
。
大
久
保
会
長
は
「
農
機
具
の
値
上
が
り

が
続
い
て
い
る
中
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
が
い

か
に
大
切
か
を
再
認
識
で
き
た
。
今
後
も
共
同

機
械
を
円
滑
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　
ご
ぼ
う
の
生
産
現
場
に
お
い
て
は
、
生
産
者

数
が
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後
も
農
業
機

械
の
円
滑
な
共
同
利
用
に

よ
り
農
作
業
の
軽
労
化
に

繋
げ
、
更
な
る
部
会
の
発

展
を
期
待
し
た
い
。

　
J
A
と
ま
こ
ま
い
広
域

　
麦
生
産
振
興
会
穂

別
支
部
（
東
洋
一
支
部
長
）
は
4
月
4
日
、
秋

ま
き
小
麦
の
栽
培
技
術
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　
同
講
習
会
は
、
高
品
質
・
安
定
多
収
に
む
け

て
、
今
後
の
管
理
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
こ

と
が
目
的
。
作
付
予
定
の
青
年
部
員
及
び
新
規

作
付
者
を
含
め
て
、
11
名
が
講
習
会
に
参
加
し

た
。

　
東
胆
振
普
及
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
よ
り
「
凍

上
害
・
雪
腐
病
の
懸
念
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
発

生
は
少
な
か
っ
た
た
め
、生
育
は
順
調
で
あ
る
」

と
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
今
後
の
追
肥
で
は
生
育
状
況
に
合

わ
せ
茎
数
が
少
な
い
場
合
は
積
極
的
に
追
肥

し
、
過
繁
茂
で
茎
数
を
減
ら
し
た
い
場
合
は
減

肥
や
追
肥
時
期
を
遅
ら
せ
て
対
応
し
て
く
だ
さ

い
」
と
周
知
し
た
ほ
か
、「
同
J
A
管
内
で
は

赤
さ
び
病
の
発
生
は
全
道
と
比
較
し
て
少
な
い

も
の
の
注
意
を
払
っ
て
観
察
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
た
。

　
J
A
の
担
当
者
か
ら
は
、
4
月
2
日
に
行
っ

た
越
冬
茎
数
調
査
の
結
果
報
告
が
行
わ
れ
、「
穂

別
地
区
の
土
壌
は
火
山
性
土
が
多
い
た
め
、
保

肥
力
が
小
さ
い
圃
場
が
多
い
」と
説
明
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
常
に
窒
素
が
あ
る
状
況
を
維
持
す

る
た
め
に
、『
少
量
多
回
数
施
肥
』
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
収
量
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
と
説
明

さ
れ
、
講
習
会
は
終
了
し
た
。

早来

多
く
の
生
産
者
が
訪
れ

制
度
へ
の
理
解
を
深
め
る

令
和
7
年
度 

経
営
所
得
安
定
対
策
・
産
地
交
付
金
に
係
る
転
作
内
訳
確
認
行
う

追分

追
分
ご
ぼ
う
共
同
機
械

部
品
交
換
作
業

農
業
用
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施

穂別

今
後
の
追
肥
体
系
に
つ
い
て
確
認

小
麦
栽
培
技
術
講
習
会
の
開
催

穂別

令
和
７
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
協
議

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
協
青
年
部
穂
別
支
部

　全体
会
議
を
実
施

　
4
月
2
日
（
水
）
と
3
日
（
木
）
の
2
日
間
、

と
ま
こ
ま
い
広
域
農
業
協
同
組
合
早
来
支
所
の

2
階
会
議
室
に
て
毎
年
4
月
に
実
施
し
て
い
る

安
平
町
農
業
再
生
協
議
会
（
会
長

　
及
川
秀
一

郎
）
主
催
に
よ
る
「
転
作
内
訳
確
認
」
が
開
催

さ
れ
、
同
時
に
営
農
農
産
課
に
よ
る
労
災
の
申

請
受
付
、
栽
培
履
歴
の
配
布
も
行
わ
れ
た
。

　
令
和
4
年
度
か
ら
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
早
来
地
区
で
は
転

作
田
の
内
、
約
5
割
が
令
和
6
年
度
ま
で
に
畑

地
化
を
し
て
お
り
、
今
回
の
転
作
内
訳
確
認
の

結
果
、
約
6
割
ま
で
畑
地
化
を
す
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
畑
地
化
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
不
透
明
な
部
分
も
多
い

為
、
当
日
は
質
問
す
る
組
合
員
が
多
く
見
ら
れ

た
。
こ
の
2
日
間
で
対
象
者
75
名
の
内
、
65
名

と
多
く
の
方
が
訪
れ
、関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

　
な
お
、
今
回
の
聞
き
取
り
で
作
成
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
6
月
に
は
経
営
所
得
安
定
対
策
の

加
入
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

▲笑顔が絶えない会議の様子

▲副支部長の石崎大知さん

▲爪交換の様子

▲グリスアップの様子

▲4月2日に行われた越冬茎数調査の様子

▲多くの生産者が講習会に参加した

▲栽培履歴の配布の様子

▲転作確認受付の様子
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約
5
割
が
令
和
6
年
度
ま
で
に
畑

地
化
を
し
て
お
り
、
今
回
の
転
作
内
訳
確
認
の

結
果
、
約
6
割
ま
で
畑
地
化
を
す
る
見
込
み
と

な
っ
た
。
畑
地
化
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
に
及

ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
不
透
明
な
部
分
も
多
い

為
、
当
日
は
質
問
す
る
組
合
員
が
多
く
見
ら
れ

た
。
こ
の
2
日
間
で
対
象
者
75
名
の
内
、
65
名

と
多
く
の
方
が
訪
れ
、関
心
の
高
さ
が
伺
え
る
。

　
な
お
、
今
回
の
聞
き
取
り
で
作
成
し
た
デ
ー

タ
を
基
に
、
6
月
に
は
経
営
所
得
安
定
対
策
の

加
入
申
請
手
続
き
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

▲笑顔が絶えない会議の様子

▲副支部長の石崎大知さん

▲爪交換の様子

▲グリスアップの様子

▲4月2日に行われた越冬茎数調査の様子

▲多くの生産者が講習会に参加した

▲栽培履歴の配布の様子

▲転作確認受付の様子
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企

画

管

理

部

Q
1
．固
定
資
産
の
取
得
お
よ
び
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て
、白
老
の
農
協
牧
場
の

記
載
が
な
い
が
処
分
し
な
い
の
か
。ま
た
、総
代
会
に
か
け
な
い
と
い
け
な
い

案
件
だ
と
聞
い
た
が
ど
う
か
。（
白
老
）

A
1
．今
回
の
固
定
資
産
売
却
は
理
事
会
の
付
議
事
項
と
な
り
ま
す
。白
老
の
農
協

牧
場
に
関
し
て
は
、農
協
の
資
産
で
あ
る
事
か
ら
、組
合
員
の
理
解
の
も
と
に

売
却
に
向
け
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Q
2
．職
員
の
定
期
異
動
に
つ
い
て
、組
合
員
対
応
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
行
っ
て

欲
し
い
。ま
た
、各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
に
つ
い
て
も
留
意
願
い
た

い
。（
白
老
・
厚
真
）

A
2
．職
員
人
事
は
、職
員
教
育
の
観
点
か
ら
金
融
共
済
部
門
は
5
年
を
基
本
に
異

動
が
必
要
で
す
。各
部
門
と
も
専
門
性
を
考
慮
し
な
が
ら
職
員
教
育
を
図
る

う
え
で
人
事
異
動
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。職
員
教
育

は
階
層
別
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
3
．こ
こ
数
年
で
中
途
退
職
者
は
何
名
い
た
か
。な
ぜ
退
職
す
る
人
間
が
多
い
の

か
。原
因
は
待
遇
な
の
か
人
間
関
係
な
の
か
把
握
し
て
い
な
い
か
ら
変
わ
ら

な
い
。（
白
老
）

A
3
．直
近
3
カ
年
の
中
途
退
職
者
数
は
27
名（
約
5
％
／
年
）と
な
り
、退
職
理
由

は
結
婚
や
他
業
種
へ
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
多
い
状
況
で
す
。職
員
の
待
遇

改
善
や
研
修
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
よ
り
、離
職
率
の
低
減
を
図

り
ま
す
。

Q
4
．畜
産
部
職
員
の
ケ
ー
タ
イ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
変
え
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
や

り
取
り
を
行
い
た
い
。ま
た
は
、個
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
す
る

場
合
は
手
当
を
つ
け
る
こ
と
も
考
え
て
欲
し
い
。（
白
老
）

A
4
．農
協
支
給
の
携
帯
電
話
は
、農
産
部
門
、畜
産
部
門
の
市
場
関
係
者
と
の
通
話

が
多
い
部
署
を
優
先
的
に
支
給
し
て
お
り
、通
話
に
特
化
し
た
ガ
ラ
ケ
ー
を

主
体
と
し
て
い
ま
す
。ス
マ
ホ
の
利
便
性
と
費
用
を
考
慮
し
、検
討
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

Q
5
．追
分
が
追
分
事
業
所
で
、早
来
が
安
平
支
所
な
の
は
違
和
感
を
感
じ
る
。早
来

は
残
し
て
欲
し
い
。（
早
来
）

A
5
．名
称
に
つ
い
て
は
案
と
し
て
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、今
後
協
議
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

Q
6
．イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
誤
っ
た
情
報
が
拡
散
さ
れ
て

い
る
た
め
、ホ
ク
レ
ン
や
Ｊ
Ａ
の
全
国
組
織
で
正
し
い
情
報
発
信
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
意
見
を
出
し
て
欲
し
い
。（
早
来
）

A
6
．中
央
会
を
は
じ
め
、北
海
道
米
対
策
協
議
会
で
も
問
題
視
し
て
お
り
、今
後
と

も
適
正
に
報
道
す
る
よ
う
求
め
て
参
り
ま
す
。

Q
7
．あ
ら
ゆ
る
事
業
を
統
廃
合
す
る
こ
と
で
結
果
と
し
て
Ｊ
Ａ
利
用
率
が
低
下
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
か
。（
厚
真
）

A
7
．事
業
の
統
廃
合
は
、融
資
部
門
の
よ
う
な
専
門
性
が
高
い
部
門
か
ら
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。組
合
員
の
利
便
性
を
重
視
し
て
い
ま
す
が
、多
少
の
ご
不
便

も
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Q
8
．地
域
の
高
齢
化
等
に
よ
り
総
代
数
も
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。ま
た

女
性
部
の
参
画
に
つ
い
て
は
、土
地
改
良
区
な
ど
も
同
様
に
進
め
て
い
る
が

苦
慮
し
て
お
り
難
し
い
問
題
と
感
じ
て
い
る
。（
厚
真
）

A
8
．ご
指
摘
の
通
り
組
合
員
の
高
齢
化
は
進
ん
で
お
り
、組
合
員
数
の
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。令
和
8
年
度
よ
り
、総
代
定
数
を
減
少
す
る
と
共
に
、女

性
参
画
の
取
り
組
み
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

Q
9
．本
所
の
建
て
替
え
を
予
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
何
年
後
く
ら
い
を
目
途
と
し

て
い
る
の
か（
町
の
よ
う
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
意
識
し
た
建
設
を
予
定
し
て

は
ど
う
か
）。（
厚
真
）

A
9
．本
所
建
て
替
え
の
時
期
は
、建
設
費
用
、場
所
を
考
慮
し
決
定
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。乾
燥
調
製
施
設
の
建
設
も
含
め
次
期
中
期
経
営
計
画（
Ｊ
Ａ
プ

ラ
ン
Ⅷ
）で
の
策
定
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

Q
10
．職
員
を
確
保
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
が
、職
員
が
継
続
的
に
働
い
て
も
ら

う
た
め
に
、仕
事
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
、具
体
的
に
ど
ん
な
対
策
を

行
っ
て
い
る
の
か
知
り
た
い
。無
記
名
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
等
で
言

い
づ
ら
い
意
見
等
を
把
握
す
る
こ
と
も
、組
織
一
丸
と
な
る
上
で
必
要
と
考

え
ま
す
。（
穂
別
）

A
10
．職
員
研
修
は
、各
階
層
別
に
全
職
員
を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。数

年
前
よ
り
、職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
向
け
、課
長
級
に
は
適
切
な
人

事
考
課
の
研
修
、係
長
級
に
は
部
下
へ
の
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
研
修
、中
堅
職
員
に

は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
、入
組
2
～
4
年
目
に
は
仕
事
の
疑
問
を
相
談
し

合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

金

融

共

済

部

Q
11
．伝
染
病
で
殺
処
分
と
な
っ
た
と
き
の
補
償
金
は
若
い
繁
殖
雌
牛
は
そ
れ
な
り

の
額
だ
が
、老
齢
牛
に
つ
い
て
は
少
な
い
。牛
群
の
更
新
に
あ
た
り
費
用
が
か

さ
む
た
め
、現
状
の
家
畜
情
勢
が
厳
し
く
先
行
き
も
不
透
明
な
中
、い
ま
以
上

の
借
入
に
つ
い
て
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
。（
白
老
）

A
11
．繁
殖
牛
の
導
入
に
つ
い
て
は
優
良
肉
用
牛
貸
付
事
業（
農
業
公
社
事
業
）の

活
用
や
資
金
メ
ニ
ュ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。厳
し
い
畜
産
情
勢
の
中
で
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、支
所
、畜
産
や
金
融
の
担
当
者
に
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ

い
。

Q
12
．金
融
の
窓
口
が
な
く
な
る
と
、不
便
を
感
じ
る
。利
用
状
況
を
調
べ
な
が
ら
、

検
討
を
し
て
ほ
し
い
。（
追
分
）

A
12
．利
用
状
況
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
確
認
し
な
が
ら
、少
し
で
も
不
便
が
少
な
く

な
る
よ
う
金
融
共
済
窓
口
業
務
代
替
案
の
検
討
に
も
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

営

　
農

　
部

Q
13
．エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
緊
急
対
策
事
業
と
あ
る
が
、熊
の
対
策
な
ど
は
考
え
て
い
る

か
。道
東
の
方
で
は
牛
の
被
害
が
60
頭
あ
っ
た
。今
後
は
熊
対
策
も
危
機
感
を

も
っ
て
考
え
て
頂
き
た
い
。（
白
老
）

A
13
．ヒ
グ
マ
に
関
し
て
は
一
部
間
接
的
に
猟
友
会
へ
助
成
対
応
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、各
行
政
か
ら
の
支
援
も
あ
る
こ
と
か
ら
直
接
的
な
助
成
対
応
を
と
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。現
在
は
エ
ゾ
シ
カ
被
害
が
か
な
り
深
刻
な
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ

と
し
て
は
補
助
財
源
を
エ
ゾ
シ
カ
駆
除
へ
全
て
注
ぐ
方
針
で
す
。今
後
も
被

害
動
向
を
鑑
み
、随
時
検
討
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

Q
14
．畑
地
化
し
た
水
田
と
畑
地
化
し
て
い
な
い
水
田
の
農
協
の
評
価
と
賦
課
金
に

差
を
つ
け
る
の
か
。（
早
来
）

A
14
．畑
地
化
し
た
水
田
に
つ
い
て
、賦
課
金
は「
畑
」と
し
て
徴
収
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。土
地
評
価
に
つ
い
て
は
、基
本
的
に
畑
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

ま
す
が
、今
後
売
買
実
例
が
出
て
き
た
段
階
で
実
情
に
合
う
よ
う
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

Q
15
．安
平
町
も
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
現
の
た
め
に
計
画
を
作
っ
て
い
る
が
、農
協
か

ら
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
等
を
安
平
町
に
提
案
し
て
は
ど
う
か
。（
早
来
）

A
15
．施
設
関
連
の
提
案
を
農
協
か
ら
行
う
こ
と
は
、運
営
維
持
管
理
に
つ
い
て
あ

る
程
度
中
心
と
な
っ
て
取
り
進
め
る
前
提
に
な
る
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ａ
の
財
務

基
盤
を
含
め
、費
用
対
効
果
等
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
上
で
の
要
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。ご
意
見
に
つ
い
て
は
今
後
の
議

論
の
参
考
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Q
16
．Ｊ
Ａ
と
し
て
ス
マ
ー
ト
農
業
を
推
進
し
て
い
る
が
、導
入
を
進
め
る
た
め
に

は
通
信
環
境
の
改
善
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。（
厚
真
）

A
16
．Ｊ
Ａ
で
提
供
し
て
い
る
Ｒ
Ｔ
Ｋ
固
定
基
地
局
か
ら
の
衛
星
情
報
は
、管
内
エ

リ
ア
全
て
を
網
羅
し
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
受
信
端
末
と
し
て
携
帯

電
話（
ス
マ
ホ
）に
よ
る
通
信
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、山
間
部
、電
波
が
樹

木
等
に
遮
ら
れ
た
り
す
る
場
面
に
お
い
て
通
信
不
良
が
起
こ
っ
て
お
り
ま

す
。携
帯
電
話
の
受
信
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
に
よ
る
部
分

で
あ
る
こ
と
か
ら
、行
政
と
も
情
報
共
有
し
改
善
へ
の
討
議
を
進
め
て
い
く

と
共
に
、国
に
対
し
て
も
系
統
組
織
一
丸
と
な
っ
た
問
題
提
起
を
行
っ
て
参

り
ま
す
。

Q
17
．早
来
の
水
稲
・
畑
作
振
興
会
は
戸
割
や
面
積
割
で
お
金
は
取
ら
れ
る
が
、青
空

教
室
し
か
活
動
し
て
い
な
い
状
況
。視
察
等
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。安
平
支

所
に
な
っ
た
場
合
、早
来
地
区
と
追
分
地
区
の
振
興
会
は
一
緒
に
な
る
の
か
。

（
早
来
）

A
17
．令
和
7
年
度
よ
り
米
生
産
振
興
会
の
本
部
機
能
の
見
直
し
、畑
作
物
3
振
興

会
の
本
部
組
織
を
統
合
再
編
す
る
に
至
り
ま
し
た
。組
合
員
の
負
担
軽
減
を

鑑
み
行
っ
た
再
編
と
な
り
ま
す
が
、そ
れ
に
よ
り
各
支
部
に
お
け
る
活
動
に

つ
い
て
は
よ
り
一
層
の
充
実
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。支
所
再
編
に
よ
る

生
産
組
織
統
合
に
つ
い
て
は
、ま
だ
議
論
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
す
が
、活
動

の
充
実
と
負
担
軽
減
の
バ
ラ
ン
ス
を
よ
く
議
論
し
判
断
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。農

　
産

　
部

Q
18
．馬
鈴
薯
選
果
場
の
設
備
が
老
朽
化
し
て
い
る
。物
流
2
0
2
4
年
問
題
も
あ

り
パ
レ
ッ
ト
輸
送
に
移
行
す
る
の
で
あ
れ
ば
計
画
的
施
設
更
新
を
お
願
い
し

た
い
。（
厚
真
）

令
和
7
年
度

春
期
組
合
員
懇
談
会

主
要
意
見
集
約（
Q
&
A
）

開
催
日：令
和
7
年
3
月
18
日・19
日
　出
席
者
数：56
名

08 07

Ａ
か
ら
も
要
請
致
し
ま
す
。

Q
30
．胆
振
基
準
牛
の
条
件
を
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。購
買
者
の

負
担
を
減
ら
す
よ
う
な
基
準
を
再
設
定
す
る
こ
と
で
、農
協
主
導
で
素
牛
販

売
を
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い
。（
白
老
）

A
30
．本
件
に
つ
い
て
有
利
販
売
に
向
け
て
胆
振
和
牛
振
興
協
議
会
に
て
再
検
討
し

て
参
り
ま
す
。

Q
31
．市
場
で
は
雌
牛
の
み
ヨ
ー
ネ
病
の
検
査
が
必
要
で
、去
勢
に
は
義
務
付
け
が

な
い
。ヨ
ー
ネ
病
の
拡
散
防
止
、リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
に
市
場
の
長
靴
の
洗
い

場
の
蛇
口
や
消
毒
槽
の
増
設
を
ホ
ク
レ
ン
に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。（
白

老
）

A
31
．家
畜
市
場
開
設
者
で
あ
る
ホ
ク
レ
ン
へ
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

Q
32
．Ｊ
Ａ
の
将
来
構
想
に
お
い
て
は
農
業
施
設
群
の
更
新
再
編
計
画
が
示
さ
れ
て

い
た
が
、畜
産
関
連
に
お
け
る
ハ
ー
ド
面
で
の
構
想
は
あ
る
か
。（
早
来
）

A
32
．Ｊ
Ａ
に
お
い
て
畜
産
の
共
同
施
設
等
の
事
業
展
開
し
た
場
合
の
費
用
対
効
果

を
鑑
み
る
と
、地
域
の
生
産
者
へ
の
効
果
的
な
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
利
便
性
を

考
慮
し
た
取
組
へ
の
支
援
が
有
効
的
と
考
え
ま
す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

購

　
買

　
部

Q
33
．購
買
車
は
い
つ
新
し
く
な
る
の
か
。（
穂
別
）

A
33
．む
か
わ
町
か
ら
の
令
和
7
年
度
事
業
で
の
移
動
購
買
車
導
入
補
助
金
が
承
認

さ
れ
、令
和
8
年
3
月
頃
の
導
入
に
向
け
進
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
、穂
別
地

区
の
小
中
学
校
や
組
合
員
、移
動
購
買
車
利
用
者
に
移
動
購
買
車
の
名
前（
愛

称
）の
募
集
を
行
う
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
そ
の
時
に
は
、参
加
お
願
い
致
し

ま
す
。小
学
校
に
は
、移
動
購
買
車
の
デ
ザ
イ
ン
も
募
集
す
る
予
定
で
す
。

Q
34
．前
回
の
懇
談
会
に
て
農
機
具
の
購
入
に
関
し
て
、穂
別
支
所
で
対
応
し
き
れ

無
い
場
合
、本
所
農
機
に
電
話
す
れ
ば
相
談
に
乗
っ
て
頂
け
る
と
聞
い
た
が
、

今
後
は
そ
の
よ
う
な
体
制
で
対
応
頂
け
る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。（
穂
別
）

A
34
．両
工
場
で
人
材
連
携
を
密
に
し
、実
行
可
能
な
整
備
の
拡
大
を
は
か
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

Q
35
．農
業
機
械
を
購
入
す
る
際
、農
機
具
メ
ー
カ
ー
と
直
接
取
引
す
る
場
合
と
、Ｊ

Ａ
を
経
由
し
て
取
引
す
る
場
合
の
違
い
を
教
え
て
ほ
し
い
。（
穂
別
）

A
35
．価
格
に
つ
い
て
差
異
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、Ｊ
Ａ
を
経
由
す
る
こ
と
で

メ
ー
カ
ー
と
の
価
格
交
渉
や
万
が
一
の
ク
レ
ー
ム
時
に
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
Ｊ
Ａ
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

Q
36
．「
雪
瑞
穂
」等
販
売
し
て
い
る
お
米
に
つ
い
て
、価
格
が
高
く
て
困
っ
て
い
る

と
い
う
話
が
周
り
か
ら
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
が
、従
来
通
り
の
在
庫
は
農
協

に
あ
る
の
か
。（
穂
別
）

A
36
．永
年
ご
愛
顧
頂
い
て
い
る
利
用
者
に
配
慮
し
他
の
販
売
店
よ
り
低
価
格
で
販

売
を
続
け
て
お
り
ま
す
。在
庫
に
つ
い
て
は
前
年
以
上
の
数
量
確
保
を
し
ま

し
た
が
、ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
品
注
文
を
含
め
、予
想
以
上
に
販
売
が
進
み

3
月
に
再
度
、在
庫
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。た
だ
し
、今
後
の
販
売
状
況
に

よ
っ
て
は
販
売
出
来
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
数
量
制
限
を
設
け
る
場
合
も
予

測
さ
れ
ま
す
の
で
ご
理
解
お
願
い
致
し
ま
す
。

て
も
、消
費
者
に
安
心
安
全
で
美
味
し
い
お
米
を
お
届
け
で
き
ま
す
よ
う
多

く
の
出
荷
を
願
い
ま
す
。

Q
24
．施
設
の
再
編
に
つ
い
て
、着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。料
金
改
定
に

つ
い
て
、現
状
は
基
本
料
金
に
プ
ラ
ス
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
が
、新
た

な
料
金
体
系
を
組
合
員
に
わ
か
り
や
す
く
提
示
し
て
ほ
し
い
。ま
た
、当
農
協

は
複
数
の
市
町
に
跨
っ
て
い
る
た
め
、ど
こ
ま
で
施
設
を
集
約
す
る
の
か
。農

産
物
出
荷
施
設
の
み
な
ら
ず
、購
買
に
つ
い
て
も
集
約
し
ベ
ス
ト
な
施
設
体

制
を
整
え
て
欲
し
い
。（
追
分
）

A
24
．現
在
、調
製
施
設
の
老
朽
化
や
人
員
不
足
を
見
据
え
国
の
補
助
事
業
を
活
用

し
、施
設
の
再
編
集
約
を
協
議
し
て
い
ま
す
。広
域
的
な
利
用
と
な
り
ま
す
の

で
、運
営
体
制
や
利
用
料
金
の
試
算
等
、振
興
会（
利
用
者
）と
協
議
し
な
が
ら

事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。集
約
し
た
場
合
の
距
離
感
を
縮
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、負
担
割
合
を
ど
う
平
等
に
調
整
す
る
の
か
、み
な
さ

ん
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
集
約
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
の
が
課
題
だ
と
思
い

ま
す
。

Q
25
．去
年
は
2
0
2
4
年
問
題
で
米
や
南
瓜
の
輸
送
が
滞
っ
て
い
た
。ト
ラ
ッ
ク

の
手
配
が
難
し
く
、各
農
家
の
倉
庫
に
置
い
て
欲
し
い
等
の
協
力
を
求
め
ら

れ
た
が
、時
期
的
に
作
業
が
重
な
っ
て
い
る
た
め
厳
し
か
っ
た
。今
年
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。（
穂
別
）

A
25
．物
流
問
題
に
直
面
し
、対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。物

流
業
界
は
運
転
手
不
足
等
、良
い
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、Ｊ
Ａ
と
し
て
ト

ラ
ッ
ク
を
用
意
し
、な
る
べ
く
迅
速
に
出
庫
で
き
る
よ
う
対
応
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

畜

　
産

　
部

Q
26
．白
老
支
所
の
肉
牛
出
荷
販
売
取
扱
量
が
大
き
く
減
っ
て
い
る
が
そ
の
原
因

は
。（
白
老
）

A
26
．総
じ
て
素
牛
価
格
相
場
が
低
調
で
あ
っ
た
こ
と
と
、現
在
の
畜
産
情
勢
下
に

お
い
て
、一
部
の
大
規
模
経
営
体
の
取
引
が
無
く
な
っ
た
為
で
す
。

Q
27
．補
助
金
申
請
に
お
い
て
農
協
事
務
手
数
料
1
％
と
の
記
載
が
あ
っ
た
。経
営

が
大
変
な
時
に
で
た
補
助
事
業
ま
で
事
務
手
数
料
を
と
る
の
か
。せ
め
て
農

家
の
た
め
に
な
る
補
助
金
だ
か
ら
そ
れ
は
と
ら
な
い
と
は
な
ら
な
い
の
か
。

（
白
老
）

A
27
．畜
産
情
勢
が
大
変
厳
し
い
の
は
十
分
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、事
業
の
申

請
事
務
等
が
膨
大
で
あ
る
実
情
を
含
め
て
ご
理
解
願
い
ま
す
。

Q
28
．販
売
手
数
料
に
対
し
て
の
Ｊ
Ａ
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、

職
員
と
農
家
の
温
度
差
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。職
員
も
ギ
リ
ギ
リ
の
中
で
動

い
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、一
考
の
上
改
善
を
願
う
。（
白
老
）

A
28
．今
後
と
も
に
生
産
者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
心
が
け
ま
す
の
で
、引
き
続
き

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

Q
29
．ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
し
た
農
家
と
発
生
し
て
い
な
い
農
家
で
は
意
識
の
差
が
あ

る
と
感
じ
る
。家
畜
保
健
所
へ
ヨ
ー
ネ
病
の
講
習
会
を
依
頼
し
た
が
、忙
し
く

て
で
き
な
い
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。こ
れ
以
上
発
生
件
数
を
増
や
さ
な
い
た

め
に
も
デ
ー
タ
な
ど
を
開
示
し
て
も
ら
い
、発
生
先
で
は
早
期
の
終
息
が
達

成
で
き
る
よ
う
畜
産
部
の
か
ら
も
お
願
い
し
て
欲
し
い
。（
白
老
）

A
29
．．ヨ
ー
ネ
病
対
策
の
一
環
と
し
て
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
の
で
、Ｊ

A
18
．カ
ル
ビ
ー
出
荷
が
増
え
、生
食
用
が
減
っ
て
き
て
い
る
中
、大
き
な
機
械
更
新

は
厳
し
い
現
状
で
す
が
、物
流
問
題
に
関
す
る
パ
レ
ッ
ト
輸
送
体
制
の
構
築

に
向
け
て
、施
設
運
営
を
含
め
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
19
．備
蓄
米
が
放
出
さ
れ
た
が
、今
後
米
の
価
格
は
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の
か
。

（
厚
真
）

A
19
．備
蓄
米
の
入
札
は
2
1
︐0
0
0
円
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。主
食
用
米
は

2
3
︐0
0
0
円
～
2
6
︐0
0
0
円
の
流
通
で
す
。基
本
的
に
備
蓄
米
の
行

き
先
は
学
校
給
食
な
ど
が
中
心
と
な
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
納
品
先
が
優
先

と
な
り
ま
す
。今
年
の
米
価
に
影
響
が
出
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q
20
．ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、た
ん
と
う
ま
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

る
が
今
後
の
稼
働
に
つ
い
て
は
問
題
な
い
か
。（
厚
真
）

A
20
．現
在
、た
ん
と
う
米
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
厚
真
町
の
協
力
に
よ
り
2・
6
億
円

の
事
業
で
設
備
更
新
を
進
め
て
お
り
ま
す
。ま
た
長
期
的
な
計
画
で
は
国
の

4
0
0
億
円
の
予
算
を
活
用
し
支
所
を
含
め
た
施
設
の
再
編
を
考
え
て
い
ま

す
。現
時
点
で
確
認
が
取
れ
て
い
る
事
業
要
項
で
は
施
設
の
大
幅
な
改
修
や

更
新
も
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。施
設
再
編
は
、農
協
単
独
で
の
事
業
申
請
は

難
し
い
こ
と
か
ら
行
政
か
ら
の
支
援
も
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
21
．Ｊ
Ａ
で
の
雇
用
確
保
や
賃
金
の
上
昇
を
考
慮
す
れ
ば
、施
設
利
用
料
の
増
額

な
ど
、多
少
の
コ
ス
ト
高
と
な
る
こ
と
は
組
合
員
と
し
て
や
む
を
得
な
い
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。（
厚
真
）

A
21
．近
隣
の
企
業
や
行
政
で
も
賃
上
げ
を
進
め
て
も
雇
用
が
確
保
で
き
な
い
状
況

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。今
年
か
ら
の
改
定
も
検
討
し
ま
し
た
が
財
政
的
な
負

担
が
厳
し
く
上
げ
き
れ
な
か
っ
た
状
況
で
す
。今
後
、利
用
料
等
、数
年
掛
け

て
段
階
的
に
改
定
し
て
い
く
こ
と
で
理
事
会
の
承
認
を
得
て
お
り
、協
議
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

Q
22
．現
状
で
も
地
域
間
や
個
人
間
で
出
荷
日
程
を
調
整
し
な
が
ら
の
受
入
体
制
と

な
っ
て
い
る
が
、農
業
施
設
の
統
廃
合
で
出
荷
最
盛
期
に
出
荷
制
限
が
か
か

る
こ
と
は
無
い
の
か
。（
厚
真
）

A
22
．組
合
員
の
努
力
に
よ
る
平
均
反
収
の
向
上
や
収
穫
機
械
の
性
能
向
上
に
よ
る

日
量
の
出
荷
量
は
増
加
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、ま
た
他
支
所
で

も
麦
や
大
豆
の
作
付
も
増
え
て
お
り
、厚
真
地
区
の
施
設
の
重
要
性
が
高
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。集
中
出
荷
や
職
員
の
人
材
不
足
を
解
消
で
き
る
よ
う
に

調
製
施
設
の
自
動
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
作
業
効
率
が
上
が
る
こ
と
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。将
来
的
に
は
調
製
施
設
か
ら
遠
い
支
所
の
生
産
者
が
不
利

益
に
な
ら
な
い
よ
う
に
運
賃
の
共
計
計
算
な
ど
生
産
者
の
理
解
を
頂
く
こ
と

も
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Q
23
．今
年
の
営
農
計
画
書
の
米
価
が
1
6
︐0
0
0
円
と
な
っ
て
い
た
が
、新
潟
で

概
算
金
2
3
︐0
0
0
円
と
出
て
い
た
。単
価
的
に
Ｊ
Ａ
外
へ
流
出
す
る
の
で

は
な
い
か
。（
早
来
）

A
23
．Ｒ
7
年
度
用
の
営
農
計
画
書
を
作
成
し
た
時
期
が
11
月
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、そ
の
時
点
で
の
米
単
価
を
1
6
︐0
0
0
円
と
設
定
い
た
し
ま
し
た
が
、

現
在
も
高
価
格
で
の
取
引
と
な
っ
て
い
ま
す
。報
道
等
に
も
出
て
お
り
ま
す

が
7
年
産
米
に
つ
い
て
も
高
い
水
準
で
の
概
算
金
を
設
定
し
て
い
る
府
県
が

あ
る
な
か
、系
統
と
し
て
も
概
算
金
単
価
設
定
等
協
議
を
進
め
て
い
る
次
第

で
す
。ま
た
、6
年
産
米
の
追
加
精
算
に
つ
い
て
は
、5
月
、8
月
に
か
け
て

4
︐0
0
0
円
程
度
の
精
算
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
に
致
し
ま
し



理事会報告
令和7年4月9日（水）に総合営農センターで第4回理事会が開催され、次の事項について報告、協議、承認がされました。

協 議
事 項

  1. 令和7年とまこまい広域役員責任心得について

付 議
事 項

議案第 １ 号　信用担当理事の選任について

議案第 2 号　使用人の退職事由の除外について

議案第 3 号　学識経験理事の使用人兼務の決定について

議案第 4 号　令和7年度理事の報酬の配分と支給方法について

議案第 5 号　退任役員への役員退職慰労金の支給について

議案第 6 号　決算監事監査の回答について

議案第 7 号　追分地区農産物集出荷貯蔵施設・外構工事指名競争入札に係る業者選定について

報 告
事 項

  1. 一般報告と当面する諸行事について

  2. 第3回監事会報告について（監事報酬）

  3. 決算監事監査の意見に対する回答について

  4. 特別加給退職金の支給について

  5. 春期組合員懇談会の報告について

  6. 役員就業中普通傷害保険への加入について

  7. 出資基準に基づく出資増口計画について

  8. 第24回職員研修大会の開催について

  9. 食料安全保障の強化と持続可能な北海道農業の確立に関する組織討議の報告について

10. その他について

　　① 令和7年度役員名簿

　　② 組合の機構図

　　③ 組合の役職員配置図（令和7年4月1日時点）
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期待の農力
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は
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校
卒
業
後
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農

機
具
メ
ー
カ
ー
に
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職
し
、整
備
担
当

と
し
て
働
き
始
め
た
と
き
は
、農
家
を

継
ぐ
こ
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。仕

事
で
農
家
の
方
と
関
わ
る
な
か
で
、し

だ
い
に
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
気
持
ち

に
な
っ
た
」と
当
時
の
心
境
を
語
っ
た
。

　
就
農
後
は
、楽
し
い
こ
と
ば
か
り
だ

と
い
う
翔
太
さ
ん
は「
自
分
の
植
え
た

作
物
が
、育
っ
て
い
く
過
程
を
見
た

り
、実
っ
た
も
の
を
収
穫
し
て
圃
場
の

景
色
が
一
変
す
る
様
子
を
目
に
す
る
こ

と
で
、農
業
の
や
り
が
い
を
感
じ
る
の

が
好
き
だ
」と
話
し
て
く
れ
た
。ま
た
、

「
観
光
農
園
は
消
費
者
と
直
接
交
流
で

き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、お
客
さ
ん

の
手
に
よ
っ
て
収
穫
さ
れ
る
こ
と
で
、

手
を
か
け
て
育
て
た
作
物
が
消
費
者

の
手
に
届
く
喜
び
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
る
。諸
経
費
の
高
騰
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
も
あ
る
が
、継
続
し
て
い

き
た
い
」と
い
も
掘
り
観
光
農
園
に
関

し
て
も
意
気
込
み
を
語
っ
た
。現
在
、

奥
さ
ん
と
2
人
の
お
子
さ
ん
と
暮
ら

し
て
い
る
翔
太
さ
ん
は「
自
分
が
仕
事

を
し
て
い
る
場
面
を
子
ど
も
た
ち
に

見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
農
家
な

ら
で
は
の
や
り
が
い
だ
」と
話
し
、仕

事
中
に
家
族
と
の
距
離
が
近
い
場
面

が
多
い
こ
と
も
魅
力
だ
と
い
う
。

　翔太
さ
ん
は「
ゆ
く
ゆ
く
は
父
を
超

え
た
い
。そ
の
た
め
に
、営
農
に
関
す

る
知
識
を
つ
け
る
だ
け
で
は
な
く
、圃

場
の
観
察
を
欠
か
さ
ず
行
い
作
物
の

管
理
を
徹
底
す
る
。父
が
安
心
し
て
経

営
を
移
譲
で
き
る
よ
う
に
は
や
く
一
人

前
に
な
り
た
い
」と
目
標
を
語
っ
て
く

れ
た
。「
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
作
業

の
無
駄
を
な
く
し
、機
械
の
大
型
化
や

ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
る
必
要

が
あ
る
。そ
の
た
め
に
兄
弟
で
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
り
た
い
」と
昨
年
よ
り
帰

農
し
た
兄
の
秀
聖
さ
ん
と
協
力
し
て

今
後
の
営
農
に
臨
む
姿
勢
を
示
し
た
。

　
平
成
8
年
11
月
12
日
、
厚
真
町

鯉
沼
の
工
藤
家
の
次
男
と
し
て
誕

生
す
る
。

　北海
道
岩
見
沢
農
業
高
等
学
校

を
卒
業
後
、
帯
広
市
で
農
機
具

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
て
6
年
間
勤

め
た
の
ち
、
令
和
3
年
に
U
タ
ー

ン
就
農
を
果
た
し
て
今
年
で
5
年

目
を
迎
え
た
。
本
年
度
は
水
稲
・

小
麦
・
大
豆
・
小
豆
・
て
ん
菜
・
馬

鈴
薯
の
作
付
の
ほ
か
、い
も
掘
り

の
観
光
農
園
を
営
む
。

工藤　翔太さん（28歳） 厚真町鯉沼
く どう しょう た

就
農
の
き
っ
か
け

今
後
の
目
標

就
農
し
て
か
ら
感
じ
る

や
り
が
い

父を超えるために…父を超えるために…
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さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

J A とまこまい広域

ワンポイント営農情報

シリーズNo.58　おいしい米づくり
～活着後の水管理が、収量に結びつく分げつ確保のポイントです～

　昨年は、6月中の茎数は平年より少なく推移し
ましたが、幼形期頃にはほぼ平年並となりました。
6月の分げつの遅れは、その後の天候の変化や
ほ場差が出やすいので、移植後の水管理により
安定性を高めましょう。

水稲の
本田管理について

　令和6年度はホタルイ・シズイ（カヤツリグサ科）の発生が見られました（写真

2）。判別方法は茎の断面が丸い場合はホタルイ、三角はシズイです。

　雑草が繁茂してからの防除は困難なため、①登録の範囲内でできるだけ早く散

布、②効果的な薬剤を選択、③適切な水管理、が重要となります。

　効果的な薬剤として、「イッセン」、「バッチリ」、「レオゼータ」等があります。

　特に、初中期一発剤などの水面施用剤を効かせるためには、処理層の形成が

重要となります。施用後7日間は止め水とし、掛け流しをしないようにしましょう

（図2）。

　また、シズイは地下茎で越冬

及び、発生する多年草のため、

一発剤のみによる防除は困難で

す。そのため、後期剤による体系

処理を基本とし、確実に個体数

を減少させることが重要となり

ます。

2 難防除雑草（カヤツリグサ科）の防除

　長期間湛水状態のほ場では水温・地温が20℃を超えてくると土壌中の酸素不

足によるワキ（土壌還元）が発生します。ワキが進むと硫化水素などの有害物質が

発生し、根を攻撃することで、根傷みや根腐れ症状を引き起こし、生育が停滞しま

す（写真1）。

　軽いワキは水の入れ替えで対応できますが、中～強程度の場合は中干しを実施

しましょう。

　中干しは根圏に酸素を供給することで根の健全化、根はり向上が図られること

や、地表面を固めて稲の倒伏を防ぐ効果があります。

　実施時期・方法は、①幼穂形成期前（6月中旬頃）or冷害危険期後

（7月中下旬頃）、②暖かい日（気温18℃以上）、③中干し期間3～5

日、としましょう。

　中干し期間が長期化すると土壌の亀裂による断根、肥料流亡（硝

化作用）のリスクが高まります。

　また、前歴期間・冷害危険期に中干しをすると、遅れ穂（遅発分け

つ）の発生や、水分不足により花粉形成が不良となり、1穂籾数の低下につながるので、避けましょう。

1 ほ場のワキ（土壌還元）には中干しを実施しましょう

中干しの目的
・過剰な分げつを抑制し、良質茎を確保する
・土に酸素を供給し、根の健全化や横根の発根をうながす
・地固めを行い、倒伏防止や作業性を確保

中干しの時期
株当り茎数15本程度から開始し、幼穂形成期には入水する。
日中の水温が15℃以上にならないときは、開始を遅らせるか、場合によっては水の入換えだけ
とする。

中干しの程度

◎乾きの悪い水田、倒伏・後出来する水田
開始時期を早めとし（株当り茎数10本程度）、強めの中干し（水田内が楽に歩ける程度が理想）
を行う。
◎乾きが早い水田、地力の低い水田
開始時期は遅めとし（株当り茎数15本以上）、弱めの中干し（水田内が少しぬかる程度）とする。

中干し後の管理 中干し後、一気に湛水状態とすると根傷みが起る場合があるので、徐々に入水を行い、水深を
確保し、幼穂の保温管理に移行する。

※中干し実施のポイント※

水田内に踏込むと気泡の発生が多い

水田内に踏込むと盛んに気泡が発生する

晴天時、自然に気泡が発生し、音が聞こえる
水田内を歩くと、著しく気泡が発生する

根の活力低下

根張り不良

根の伸長阻害

水の入替え
暗きょ水こうの解放

発　　　生　　　状　　　況 生育への影響 対　　　　　　　　策

水こうの解放
一時落水

幼形期前の数日で軽くヒビが入る程度の中干し

表２ 水田のワキ判定と対策

水温 分げ つの 状 況
32℃ 分げつ盛ん
29℃ 分げつ順調
20℃ 分げつ概ね順調
14℃ 分げつ休止が多くなる

表１ 分げつ期における適水温

　移植後は、分げつ促進のため日中の
水温確保を意識しましょう。

　天候の回復は、ほ場の急激なワキにつながる場合があります。
　ワキが続くと、根が登熟を維持することが出来なくなります。

図2　除草剤散布後の処理層形成

図1　中干し時期・方法

写真2　カヤツリグサ科

写真1　ワキによる根傷み

( / )( / )

12 11

さんさん

あぐり講座
胆振農業改良普及センター東胆振支所

J A とまこまい広域

ワンポイント営農情報

シリーズNo.58　おいしい米づくり
～活着後の水管理が、収量に結びつく分げつ確保のポイントです～

　昨年は、6月中の茎数は平年より少なく推移し
ましたが、幼形期頃にはほぼ平年並となりました。
6月の分げつの遅れは、その後の天候の変化や
ほ場差が出やすいので、移植後の水管理により
安定性を高めましょう。

水稲の
本田管理について

　令和6年度はホタルイ・シズイ（カヤツリグサ科）の発生が見られました（写真

2）。判別方法は茎の断面が丸い場合はホタルイ、三角はシズイです。

　雑草が繁茂してからの防除は困難なため、①登録の範囲内でできるだけ早く散

布、②効果的な薬剤を選択、③適切な水管理、が重要となります。

　効果的な薬剤として、「イッセン」、「バッチリ」、「レオゼータ」等があります。

　特に、初中期一発剤などの水面施用剤を効かせるためには、処理層の形成が

重要となります。施用後7日間は止め水とし、掛け流しをしないようにしましょう

（図2）。

　また、シズイは地下茎で越冬

及び、発生する多年草のため、

一発剤のみによる防除は困難で

す。そのため、後期剤による体系

処理を基本とし、確実に個体数

を減少させることが重要となり

ます。

2 難防除雑草（カヤツリグサ科）の防除

　長期間湛水状態のほ場では水温・地温が20℃を超えてくると土壌中の酸素不

足によるワキ（土壌還元）が発生します。ワキが進むと硫化水素などの有害物質が

発生し、根を攻撃することで、根傷みや根腐れ症状を引き起こし、生育が停滞しま

す（写真1）。

　軽いワキは水の入れ替えで対応できますが、中～強程度の場合は中干しを実施

しましょう。

　中干しは根圏に酸素を供給することで根の健全化、根はり向上が図られること

や、地表面を固めて稲の倒伏を防ぐ効果があります。

　実施時期・方法は、①幼穂形成期前（6月中旬頃）or冷害危険期後

（7月中下旬頃）、②暖かい日（気温18℃以上）、③中干し期間3～5

日、としましょう。

　中干し期間が長期化すると土壌の亀裂による断根、肥料流亡（硝

化作用）のリスクが高まります。

　また、前歴期間・冷害危険期に中干しをすると、遅れ穂（遅発分け

つ）の発生や、水分不足により花粉形成が不良となり、1穂籾数の低下につながるので、避けましょう。

1 ほ場のワキ（土壌還元）には中干しを実施しましょう

中干しの目的
・過剰な分げつを抑制し、良質茎を確保する
・土に酸素を供給し、根の健全化や横根の発根をうながす
・地固めを行い、倒伏防止や作業性を確保

中干しの時期
株当り茎数15本程度から開始し、幼穂形成期には入水する。
日中の水温が15℃以上にならないときは、開始を遅らせるか、場合によっては水の入換えだけ
とする。

中干しの程度

◎乾きの悪い水田、倒伏・後出来する水田
開始時期を早めとし（株当り茎数10本程度）、強めの中干し（水田内が楽に歩ける程度が理想）
を行う。
◎乾きが早い水田、地力の低い水田
開始時期は遅めとし（株当り茎数15本以上）、弱めの中干し（水田内が少しぬかる程度）とする。

中干し後の管理 中干し後、一気に湛水状態とすると根傷みが起る場合があるので、徐々に入水を行い、水深を
確保し、幼穂の保温管理に移行する。

※中干し実施のポイント※

水田内に踏込むと気泡の発生が多い

水田内に踏込むと盛んに気泡が発生する

晴天時、自然に気泡が発生し、音が聞こえる
水田内を歩くと、著しく気泡が発生する

根の活力低下

根張り不良

根の伸長阻害

水の入替え
暗きょ水こうの解放

発　　　生　　　状　　　況 生育への影響 対　　　　　　　　策

水こうの解放
一時落水

幼形期前の数日で軽くヒビが入る程度の中干し

表２ 水田のワキ判定と対策

水温 分げ つの 状 況
32℃ 分げつ盛ん
29℃ 分げつ順調
20℃ 分げつ概ね順調
14℃ 分げつ休止が多くなる

表１ 分げつ期における適水温

　移植後は、分げつ促進のため日中の
水温確保を意識しましょう。

　天候の回復は、ほ場の急激なワキにつながる場合があります。
　ワキが続くと、根が登熟を維持することが出来なくなります。

図2　除草剤散布後の処理層形成

図1　中干し時期・方法

写真2　カヤツリグサ科

写真1　ワキによる根傷み
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北海道ブラック＆ホワイトショウ
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広域職員 OB 会

厚真支所経営所得安定対策・出荷契約受付　～6日
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日胆管内 JA 営農販売部課長会議

R7 農業振興対策協議会（穂別）

白老牛肉まつり　～8日

新規就農者激励会、第 5 回監事会、第 6 回理事会

ホクレン肉牛市場、胆振生産連総会

系統連合会総会　～13日（札幌市）
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　昨年5年ぶりに復活した白老牛肉まつりが今年も6月7日（土）、
6月8日（日）に開催されます。白老牛肉まつりは白老牛をはじめ、
黒毛和牛の丸焼きなどが楽しめる人気のグルメイベントで、昨年
は白老町内外から約1万5千人が来場しました。全国の名だたる
ブランド牛も商品を展開する予定となっております。JAとまこま
い広域ブースからは旬の野菜販売や加工品などを販売予定です。

白老牛肉まつり

31日 北海道畜産公社 獣魂慰霊祭土

お悔やみ 謹んでご冥福をお祈りいたします。
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安平町

土田　千尋さん

泉田　英吉さん

月 日   地 区      氏　　 名 享年

白老郡白老町若草町1丁目1－21開催場所
白老牛銘柄推進協議会主　催

6月7日（土）　9：30～20：00
6月8日（日）　9：30～16：30

開催日時

依願退職 3月31日付

追分支所 開米　輝 平成31年3月1日入組

追分支所営農農産課農産係、同課営農係、同支所資材燃料
課生産資材係を務め依願退職

職員異動 お疲れ様でした
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◀ご利用方法は、裏面をご覧ください。

※税金、公共料金、その他民間企業のコンビニバーコード収納払い等。対象の請求書はビリングシステム株式会社のホームページをご覧ください。 ▶https://payb.jp/public/
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

H5000303

JAバンクアプリのPayB機能で請求書のバーコード・
地方税統一QRコード（eL-QR）を読み取って、

税金等を簡単にお支払い

JAバンクアプリの
ダウンロードはこちらから

JAバンクアプリなら

税金支払い、
スマホで完了!

800名様JAバンクアプリからPayBを初めてご利用いただいた方の中から抽選で に、

窓口やコンビニに
行かなくても

土日祝日
でも

2023年7月1日～2025年3月31日の間JAバ
ンクアプリのPayBによるお支払いがな
く、かつ対象期間中（2025年4月1日～
2025年6月30日）の間にPayBでお支払
いいただいた方

web申込フォームに必要事項を記載し、
お申し込みいただいた方

特典にかかる留意事項
申込フォーム

はこちら●応募には、カナ氏名、JAサービスID、お客様番号の入力が必要となり
ます。JAサービスIDおよびお客様番号がご不明の方は、ＪＡバンクア
プリ「メニュー」→「JAサービスID/お客様番号」からご確認ください。

●本キャンペーンの対象期間は、2025年4月1日から2025年6月30日
です。

●当選は特典の発送をもって代えさせていただきます。
●本特典の発送について、2025年7月頃にweb申込フォームでいた

だいたメールアドレス宛てにお送りいたします。
●都合により特典の発送が遅れる場合もございます。予めご了承く

ださい。
●重複して応募された場合、重複分は無効となります。

●本特典の対象者 
（以下の条件を全て満たした方）

スマホで
納税！

スマホで
納税！ はじめてみようPayB

キャンペーン実施！

2025年 4月1日    6月30日
期 間：

をプレゼント！
5,000円分
デジタルギフト

5,000円分
デジタルギフト

PayB機能の利用でキャッシュバックキャンペーン実施！
詳細は2025年4月以降、こちらのビリングシステム株式会社＊ホームページ（https://payb.jp/）でご案内します！
＊本キャンペーンはPayBを運営するビリングシステム株式会社が開催するものです。キャンペーンについてはビリングシステム株式会社宛てにお問い合わせください。

さらに！さらに！


